
[image: image2.emf]常閉防火扉の調査･報告方法について
平成20年国土交通省告示（以下「告示」という。）第282号及び平成28年告示第723号等を改正する告示（令和７年１月29日告示第53号）の改正に伴い、常時閉鎖式の防火扉（以下、「常閉防火扉」という。）が防火設備定期検査の中で検査・報告をする改正がされましたが、静岡県内においては、平成20年告示第282号第２の特定行政庁が特定建築物定期調査の調査項目を追加指定できる規定に基づき、、静岡県の建築基準法施行細則において常閉防火扉の調査項目等を追加指定することで、引き続き、建築物の定期調査報告の中で調査・報告をするよう定めています。

常閉防火扉の調査結果表への記載方法については、本手引きの記載例を参考に「７　上記以外の調査項目」欄に（１）～（５）までの調査結果を記載してください。また、常閉防火扉について防火設備定期検査の中では、検査をする必要はありません。

なお、上記取扱いについては、県内全ての特定行政庁で同様の取扱いとなります。
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	⇒現行どおりの調査・報告方法を継続する。



【参考】











（国）


告示改正











（県）


細則改正








